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年度

①保安情報活用プラット
フォーム
基本ソフト開発
WEB化・実証

（各社費用負担）
外部データ活用・更新

②安全関連法令等デジタ
ル情報活用システム構築
基本構成開発
システム開発

③ロボット・ドローン活用
研究会で情報収集・協議

JKA補助事業 JPEC自主事業/実証試験 実証試験継続/共同運用

※石連と利用契約書を締結・試験活用開始、その他データ更新対応
（KHK、神奈川県事故事例、Beacon）

2026年度以降の運
用については研究会
にて協議継続

JKA
補助事業

・ワールドロボットサミット（ロボット競技会）
へ競技ルール作成用としてJPECより事故情報
の提供済（2025年10月開催）
・安全安心研究会にてロボット競技について
勉強会実施（愛知工業大学 奥川教授）



①自然言語による入力

AI解析技術を用いた保安情報活用プラットフォーム
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国内製油所の安定的かつ安全な操業を維持するため人財確保、技術伝承が共通の課題であ
る。JPECでは、AI解析技術を用いた保安情報活用プラットフォームを構築し、事故事例やヒヤリ
ハット等の保安情報および保全に関わる技術情報を有効活用し、プロセス安全管理技術の高
度化に向けて取り組んでいる。

単語に基づいた解析

技術資料に基づいた解析
保安情報活用
プラットフォーム

生成AIによる
解析アプリの効果的な活用

②出力内容の解説



①自然言語による入力とAI活用
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保安情報活用
プラットフォーム キーワード

入力

定常運転中に、抜き出しポン
プの異常振動を発見した。考
えられる原因・対策を過去の
事故情報などから知りたい。

システムはキーワードで入力
しないといけない。自然言語
で入力は出来ないのか？

生成AIを活用しよう！

でも保安情報活用プ
ラットフォームに生成AI
を直接組み込むのは
大変・・

保安情報活用プラットフォーム
とは別に各社・団体の生成AI
環境をキーワード生成のため
に間接的に活用しよう！

自然言語による質問

キーワードリスト

適切なキーワードと
理由各社・団体の生成AI
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自然言語の入力から入力用キーワードの回答作成

添付ファイル（検索用入力キーワード.csv）の1行目は、各列の単語のカテゴリーです。各列の2行目以降に、
各カテゴリーに対応した事故につながるキーワードを記載しています。
添付ファイル（検索用入力キーワード.csv）に記載されたキーワードから、以下の状況から推定されるリスクに
ついて、石油精製プラントのリスク解析の専門家の視点で、関連性が高い単語を5個選し、選定した理由につ
いても記載してください。
状況：定常運転中に、抜き出しポンプの異常振動を発見した。

着火源なし着火源あり漏れの形態設備系の
引き金保全運転作業、行為ヒューマン

エラー機器、材料プロセス変動物質機器、部位

拡散高温漏洩故障施工不良誤操作変更管理思い込み腐食温度雨水反応器
放出火花噴出緊急停止溶接不良開運転管理勘違い浸食圧力海水加熱炉

発火流出運転停止作動不良閉点検忘れエロージョン流量水素熱交換器
発火オーバーフロー停止作業締付補修コロージョン液面炭化水素タンク

静電気蒸気雲劣化修理減肉圧力コーク溶接
火災可燃性ガス摩耗応力流量硫化水素液面計
延焼破断振動液面硫化ポンプ
爆発破裂閉塞濃縮窒素弁
着火亀裂錆混触フランジ

割れ逆流ガスケット
開口チューブ
開孔ボルト

ピンホール



6

選定キーワードと理由
1. 故障（設備系の引き金）

o ポンプの異常振動は、軸受けや羽根車、シール部の
摩耗・損傷といった機械的故障に直結するため、最
も関連性が高い。

2. エロージョン（機器、材料）
o 振動は内部のキャビテーションや流体衝撃と関連し

ており、羽根やケーシングのエロージョン（侵食摩
耗）を進行させるリスクがある。

3. 漏洩（漏れの形態）
o ポンプの異常振動は軸封部やフランジの緩みを誘発

し、可燃性流体の漏洩につながる恐れがある。
4. 火花（着火源あり）

o 強い振動により金属接触や摩耗部位で火花が発
生する可能性があり、漏洩があれば着火リスクとなる。

5. 流量（プロセス変動）
o 異常振動はキャビテーションやポンプ性能低下を示

唆し、結果として下流設備への流量変動やプロセス
の不安定化を引き起こす。

自然言語の入力から入力用キーワードの回答作成

自然言語を起点とした
適切な入力キーワードが選定！
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②出力内容の解説とAI活用

保安情報活用
プラットフォーム キーワード

入力

事故情報などの
出力

提示された事故情報などか
らユーザーは自ら考察しなけ
ればならない。大事なポイン
トを整理して、得ることはで
きないか？

生成AIを活用しよう！

でも保安情報活用プ
ラットフォームに生成AI
を直接組み込むのは
大変・・

保安情報活用プラットフォーム
とは別に各社・団体の生成AI
環境を情報整理のために間
接的に活用しよう！

各社・団体の生成AI

要望

原因・対策
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解析結果のランキング上位の事例から得られる回答作成

あなたは、石油精製プラントのリスク評価の専門家です。 添付した5つの事故事
例を参考に、「定常運転中に、抜き出しポンプの異常振動を発見した」場合を想
定して、原因の可能性のある事象について、5つ記載し、その理由と、対応策につ
いても記載してください。
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解析結果のランキング上位の事例から得られる回答作成
1) 吸込側キャビテーション／ガス巻込み（NPSH不足・二相化）
理由（事例の示唆）
・脱エタン塔OHの注水点近傍で保護皮膜が洗い流され、注水条件に起因する混相・腐食環境の変化が破裂まで進展した知見（“水をジェット状に
注入、注入部下流エルボが0.3mmまで減肉”）は、ポンプ入口でも二相化・キャビテーションの誘因になり得ることを示します。【accident_00168】
・間接脱硫の凝縮・注水系でも、偏流・注水条件によりNH4HS濃度の不適切管理→腐食・噴出・火災に至った（偏流しやすい集合配管、注水量・
濃度管理の見直しが再発防止策）ことから、系の相挙動が不安定化しやすい点が示されています。【accident_00027】

一次対応
直ちに負荷を下げ、最小流量確保・吸込圧（NPSHa）・温度・液位を確認。予備ポンプに切替えて症状の消長を比較。

吸込ストレーナ差圧・サクション配管のベント／ドレンで気体混入・スラグ有無を確認。

恒久対策
注NPSHマージン再評価、吸込配管のエア溜まり解消・反渦板設置、ガス分離ポット等で二相を除去。

水の方法・位置・連続化（間欠→連続、純水化）など、系の相安定化を目的に再設計。【accident_00168】【accident_00027】

（参考）KHK概要報告の図面・写真では、偏流や閉塞が混相挙動を助長する様子と、その結果としての減肉・漏えいが示されています（p.3
「図2 概要図」「図4 内部流体の経路」）。【KHK_1033_2007-150】

2) 羽根車・ケーシングのエロージョン／コロージョンによるアンバランス
3) 偏流・スケール堆積・チューブ／配管閉塞に起因する脈動（水力励振）
4) 据付・配管応力・支持不良（共振／基礎・アンカー緩み・芯出し狂い）
5) 軸受／メカニカルシールの損傷（固形物・腐食生成物の流入、潤滑・フラッシュ不良）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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AI解析を用いた今年度以降の安全・安心に向けた取り組み

2028年度~2027年度
（JKA継続）

2026年度
（JKA新規応募）

実運用開始

普及活動
利用領域拡大に向
け、セミナー等を開催

「安全関連法令・通達・標準等の有効活用による安全確保」研究開発

全体システム開発
2026年度の調査をベースに、

生成AIを利用した、情報収集
～解析の全体システム開発
ユーザーインターフェース開発

試験運用/実運用を想定した機
能追加検討

実運用に向けた基本構成開発
政府が運営するE-Gov及び法令
APIを利用した情報収集方法の調
査
安全関係法令に関連した技術情報
（通達、技術標準、…）の調査
生成AIを活用した安全関連法令等
の簡易検索および必要事項整理方
法の調査

本事業は、2026~2027年度での2年間での研究開発を想定している。
2026年度：実運用に向けた基本構成の開発
2027年度：生成AIを利用した全体システム開発及び試験運用

その後、2028年度からは産業プラント以外も含めた、利用拡大に向けての普及活動へ
JKAによる評価・

継続判断

2026年度補助金申請対象

安全関連法令等デジタル情報活用システム構築



（参考）JKA 2026年度補助事業採択決定
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JKA ＝ 公益財団法人JKA（Japan Keirin Autorace foundation)

リンク

リンク

リンク



安全関連法令等デジタル情報活用システムのユースケース
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労働安全衛生法（厚生労働省）
消防法（消防庁）
高圧ガス保安法（経済産業省）
石油コンビナート等災害防止法（経済産業省・消防庁）
電気事業法（経済産業省）
ガス事業法（経済産業省）
毒物および劇物取締法（経済産業省）
・・・・

活用ケース例
新たに既存設備の変更を行うので、
適切に変更に関わる届出等を最新の法令に基づき行いたい

↓
既存設備を取り巻く関連法令を漏れなく確認しないといけない

↓

行政情報の総合的な
検索・案内サービス
（e-Govシステム）

〇〇装置の
〇〇の変更時に
関連する法令と
その対応を教えて！

様々な法令情報を元にして、関連法令を抽出、
ユーザーの適切な対応をサポートする
注：システムが行えるのは、あくまでもユーザー支援であり、
実際の申請や届出などは人が行うことには変わりはない
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ご清聴ありがとうございました
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